




















































当院は NICU12 床、GCU22 床、MFICU9 床を有している地域周産期
母子医療センターでありハイリスク妊婦の受け入れを積極的に行って







































【事例紹介】　児は 25 週 3 日、体重 285g の早産超低出生体重児、ア































る。【症例】60 代男性 A 氏、直腸癌、直腸切断術施行後人工肛門造設。
他県より移住され現在車上で生活している。婚約者の帰省を待ち住
宅取得予定であった。退院後外来化学療法を予定していた。
【経過】 A 氏の生活背景を聞き取りその中で可能なことを A 氏と共
に検討していった。ストーマケアの中で一番問題となったのは、交
換を行う場所と洗浄に欠かせない水の確保であった。車内で行う際
の物品の調達方法や手順の検討、県内の公共の浴場や運動施設、オ
ストメイトトイレなど清潔動作の可能な場所のリーフレットを提示
し、利用できそうな場所の確認を行った。セルフケア獲得に関して
は理解力、手指の巧緻性などケアに問題はなく指導 5 回目で自立で
きた。退院後の生活で予測される諸問題：ストーマ用品の安全な保
管方法（車内保管による用品の劣化）、廃棄場所、マナーについて、
外来化学療法後の身体安静の場の確保、援助者の確保、トラブル発
生時の窓口の明確化などについて A 氏自身の要望を取り入れなが
ら対策を講じた。
【考察】本来ならば住宅取得も視野に入れるべきであったが、A 氏
の希望で車上生活継続となった。A 氏のどうありたいかという思
いを汲み、遂行可能なケア方法を共に検討していったことが、車上
生活、支援者の不在という厳しい環境下でも、セルフケアの継続に
繋がったと考える。特殊環境下においても、想定される問題に対し
て、患者の意向を取り入れながら専門職としての指導を行い安全な
ケア方法を確立していくことが重要である。
